
第 13 号 八女地区障害者等相談支援センター「リーベル」        平成 21 年 10 月 31 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          
            
           
           
            
           
  
  
  
  
                            

 

構  成         団体等名称        役職名    氏 名 

 医療関係機関      医療法人社団 筑水会        理事長      國芳雅広   

 障害福祉サービス事業者 社会福祉法人 上横山保育会      理事長     上田正勝    

 障害福祉サービス事業者 社会福祉法人 明和会        専務理事   井上明秀 

 障害福祉サービス事業者 社会福祉法人 ハイジ福祉会      理事長     山口由紀子   

 雇用関係機関      八女公共職業安定所          所 長      源田弘之 

 保健福祉環境事務所   八女(現:南筑後)保健福祉環境事務所   副所長      松尾成男   

 障害者関係団体     八女地区障害者の明日をつくるかい   会 長      西原洋文    

 相談支援事業所     八女地区障害者等相談支援センター   

リーベル  センター長    田島ゆかり   

 市町村代表       八女市                             副市長      北嶋藤孝   

 

    

    

発行責任者発行責任者発行責任者発行責任者：：：：八女地区障害者等相談支援八女地区障害者等相談支援八女地区障害者等相談支援八女地区障害者等相談支援センターセンターセンターセンター「「「「リーベルリーベルリーベルリーベル」」」」    

住所住所住所住所：：：：八女市本村八女市本村八女市本村八女市本村 425425425425----9999    

電話電話電話電話：：：：身体身体身体身体しょうがいしょうがいしょうがいしょうがい・・・・知的知的知的知的しょうがいしょうがいしょうがいしょうがい・・・・しょうがいしょうがいしょうがいしょうがい児児児児 0943 0943 0943 0943----22222222----2610261026102610    

精神精神精神精神しょうがいしょうがいしょうがいしょうがい    0943094309430943----22222222----2630263026302630    

第第第第 5555 回回回回((((平成平成平成平成 21212121 年度第年度第年度第年度第 1111 回回回回))))八女地区障害者八女地区障害者八女地区障害者八女地区障害者等等等等自立支援協議会自立支援協議会自立支援協議会自立支援協議会

八女地区障害者等自立支援協議会は平成 19 年 6 月に設立され、委員の初回任期満了を迎

え平成 21年 8月 25日、第 5回開催にあたり八女市三田村市長より各委員へ委嘱書が交付さ

れました。市長からは、平成 22 年 2 月、1市 2 町 2 村が合併し新八女市誕生を迎える中、

地域の環境、特性の違いを生かした取組みが必要であること、また障害者相談支援事業は一

人一人の声を大切に取組むものであり、今後益々期待が寄せられると挨拶がありました。 

協議会においては、リーベル相談支援専門員より相談支援事業活動報告やリーベルネット

ワーク会議開催内容(就労支援分科会 : 関係機関との連携について、生活支援分科会 : グル

ープホーム、福祉ホームの運営について)について報告し、委員からは詳細な活動内容や、広

報活動のあり方、障害者雇用制度等について確認がありました。例えば、公共の建物を活用

したグループホームの設置等地域で協議していく場があることの大切さと心強さを感じま

す。 ここに、八女地区障害者等自立支援協議会委員を紹介致します。(敬称略) 

八女地区自立支援協議会会長に社会福祉法人 上横山保育会 理事長 上田正勝氏に就任頂きました。 初代会長

田島茂氏(社会福祉法人 筑陽会 理事長)には本協議会設立時より大変ご尽力頂き心より感謝申し上げます。 

第 11回リーベルネットワーク会議を平成 21年 10月 3日に開催しました。相談支援の中からみえてくる課題を

深める為にも生活支援、教育、就労支援各分科会を充実する必要があります。地域の皆さんの知恵を出し合っ

て協議できる分科会のあり方を検討しているところです。次号で新たな展開をお知らせしたいと思います。 



成年後見制度成年後見制度成年後見制度成年後見制度をををを理解理解理解理解するためにするためにするためにするために    ～～～～    そのそのそのその2222（（（（法定後見法定後見法定後見法定後見のののの１１１１））））    

福岡県社会福祉士会福岡県社会福祉士会福岡県社会福祉士会福岡県社会福祉士会ぱあとなあぱあとなあぱあとなあぱあとなあ福岡福岡福岡福岡    永田啓造永田啓造永田啓造永田啓造    

今回は、家庭裁判所に後見人を選任してもら

う、法定後見について説明します。法定後見

には、判断能力の低下の程度により、重度の

「後見」中度の「保佐」軽度の「補助」とい

う三つの類型があります。一般的にはこれら

を総称して「後見」と言います。 

＜＜＜＜申立申立申立申立＞＞＞＞        

 いずれも家庭裁判所に選任の手続きを求め

るのですが、このことを「申立」（もうしたて）

と言います。申立ができるのは、本人や配偶

者、四親等内の親族（従姉妹まで）、市町村長

などです。最近は、孤独な人や、親族がいて

も交流がない人が多く、相談センターや地域

包括支援センターから市町村行政に、申立の

依頼をすることが増えています。 

１１１１、、、、診断書診断書診断書診断書とととと鑑定鑑定鑑定鑑定        

 申立の際に、主治医の診断書が必要です。

判断能力の程度がどの程度のものか、主治医

の診断書により、後見か保佐か補助を判断す

るわけです。  

 補助は、ほとんどの金銭管理は自分ででき

るが、支援があったほうがよいと思われる状

況で、高齢者の場合は年相応の物忘れがある

場合はこれに該当します。  

 保佐は、日常の金銭管理はなんとか自分で

できるが、重要な契約や取引には支援が必要

な場合です。  

 後見は、保佐以上に判断能力が低下した場

合と考えてください。  

 保佐以上の類型の場合は、原則として専門

医による鑑定が必要となります。後見は、本

人の財産管理権を奪うことにもなりますから、

本人の判断能力の程度を判断するうえでは専

門性が求められるということです。  

 現在は、重度の認知症高齢者や重症心身障

害者、療育手帳の A 保持者は鑑定不要という

ように、鑑定が省略されることも多くなって

います。 

２２２２、、、、申立費用申立費用申立費用申立費用        

 家裁への申立にかかる費用は後述のとおり

ですが、その費用は申立人が出すことになっ

ています。本人のためにすることであっても、

本人申立以外は、本人の財産からの支出はで

きません。 

３３３３、、、、受任予定者受任予定者受任予定者受任予定者        

 ほとんどの場合は親族が後見人予定者とし

て申立書に記載されますが、親族支援者がい

ない場合は、法律関係者、福祉関係者などの

第三者が選任されます。予定者として特定の

個人名をあげることもできます。ただし、利

益相反関係者にあたる人は後見人になること

ができません。後見人は本人の代理人として

契約をしたり、金銭の取引をすることになり

ますので、取引の相手になることが予想され

る場合は、代理者と取引相手が同一になって

しまうからです。ケアマネジャーとして本人

のことを一番分かっていたとしても、介護報

酬を受け取る利用者となるため、後見人には

なれないというわけです。 

４４４４、、、、財産目録財産目録財産目録財産目録（（（（添付書類添付書類添付書類添付書類））））        

 申立書の添付書類として、本人の現在の財

産状況を明らかにした財産目録書、戸籍の書

類、登記されていないことの証明書などが必

要になります。財産目録は、これから管理対

象となる財産がどれくらいなのかを示すもの

です。当然その証拠書類として、預貯金のコ

ピーや不動産登記簿謄本などが必要です。 

５５５５、、、、申立費用申立費用申立費用申立費用        

 申立に必要な費用は、これまであげたよう

な、診断書、戸籍書類、登記印紙、切手など

に２万円程度。また、鑑定費用として５万円

から１０万円が必要です。以上は、実費とし

ての経費ですから、書類の作成代行などを専

門家に依頼すると２０万円程度かかることに

なり、それはお薦めしません。  

 次回は後見人の審判がおりた後の話です。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 
    精神保健福祉実務担当者会議精神保健福祉実務担当者会議精神保健福祉実務担当者会議精神保健福祉実務担当者会議をををを開催開催開催開催    
  平成２１年９月２４日に、旧八女保健福祉環境事務所において、管内精神科医療機関・相談支援事業所・市町村担当

者を対象に開催しました。 

  目的は、関係職員の精神障害者への理解を深め、支援をより充実していくことです。 

  内容は以下のとおりでした。 

 

①「精神相談の窓口の対応について」の講話 

      相談を受ける時「聴くこと」「みたてること」「伝えること」が大切。 

      相談者が地域でスムーズに生活できるよう関係者と話し合いながら協力して支援していきましょうということで

した。 

②参加者をグループ分けし討議しました。 

      参加者より活発な発言があり、有意義な意見交換の場となりました。 

      相談者の支援において、問題点は何か？何を望んでいるのか？本人主体の支援の仕方を考えることが大切

であるということが共通理解できました。 

③「精神障害者保健福祉手帳及び自立支援医療申請手続きについて」の説明 

      １０月からの事務処理変更（市町村より直接福岡県精神保健福祉センターへ）に伴い、申請手続きがスムーズ

に行われるように諸注意事項について説明をしました。 

 

   参加者からは、「各専門機関の参加者と意見交換ができ勉強になった。」「このような機会を是非定期的に開催して

ほしい」という強い要望がありましたので、今後も継続して開催できるように、前向きに検討したいと考えています。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
今年も、恒例のチャリティーバザーが、10 月 11 日 

鉄道記念公園で行われました。「こんにちは」と、 

元気な高校生と風船に迎えられ、中に入ると、各施 

設の模擬店が顔を並べています。おいしいものに、 

皆さん舌鼓を打ちながら、楽しい音楽や、おしゃべり 

に花が咲いていました。晴天のもと、大盛況の一日 

でした。元気なはきのある女子高生に、ますます青 

い空がすがすがしく思えるひと時でした。 

皆さん、お疲れ様でした。   

    

編集後記編集後記編集後記編集後記：：：：    

11 月は、「児童虐待防止推進月間」。先日、テレビのニュースで流れていました。する

と隣の小６年の息子が「児童虐待って何？」。それに対し中学生の息子が説明してくれ

ました。「どうして親が子供をいじめると、おかしいやろ！」まさにその通り。世の中

の子供達が「児童虐待」という言葉も、そして内容も知らず成長できたらいいのにと思

いました。世の中を知ることは大切ですが・・・。親の身勝手かも知れませんが・・・。

陽だまりの里でパン工房をはじめました。就労

継続 B 型事業です。２２種類ものパンが、おい

しい時間を演出してくれます。ご予約は、電話

や FAX で・・・。前日の 16 時までに申し込み下

さい。   陽だまり工房  

        TEL ０９４３－３０－３０５５ 

           FAX ０９４３－３０－３０５６ 

障がい者就労支援センター 夢工房では、地域のみな

さまに事業内容・施設の紹介のため、施設見学会を実

施します。散策のつもりでお気軽にお越し下さい。 

 日時 : 平成 21 年 11 月 29 日(日) 10:00～14:00 

 場所 : 八女郡黒木町大字木屋 383 (旧渡内小学校) 

  

 ゲームや説明会、作業場の見学など・・・のぞいてみ

ませんか?  八女市～黒木町  送迎します。(要予約) 

連絡先・・・0943-42-4680(担当:田辺、松尾) 

    

今年も、講演会や利用者の作品展、模

擬店など、皆さんと一緒に心温まるひ

と時を過ごしたいと思います。 

・日時  平成 21 年 11 月 23 日(月) 

             10:00～15:00 

・場所  蓮の実団地 

八女市上陽町上横山 4001 

・講演会 

 「日本におけるノーマライゼーション 

  について」 

講師 : 馬場篤子 氏 

「社会福祉法人 拓く」 常務理事 

   「多機能型事業所 出会いの場 

   ポレポレ」 統括管理者 

・連絡先  0943-54-2233 (松尾) 


